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講演1 13：30▶14：25

地層から読み解く過去の地震と津波
藤原 治（独立行政法人 産業技術総合研究所、 活断層・地震研究センター 主任研究員）
講演2 14：25▶15：20

総合の時代と帰納的思考
団まりな（階層生物学研究所責任研究員）
講演3 15：40▶16：35

アインシュタインと宇宙の謎
江口 徹（京都大学基礎物理学研究所所長・教授）
講演4 16：35▶17：30

バリアフリー・ユニバーサルデザインへの
人間科学からのアプローチ
―主観と客観、基礎と応用、大学と社会の架け橋を目指した取り組み―
中野泰志（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター副所長、心理学教室、経済学部・教授）

日時●2009年11月20日(金) 13：00▶17：40
場所●日吉キャンパス 来往舎１階シンポジウムスペース

参 加 費 無 料

問い合わせ先

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆プログラム、講演概要等は裏面にあります。◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

13：00～13：10　開会のあいさつ  長谷山彰（慶應義塾研究担当常任理事）
13：10～13：30　所長講演 「自然科学研究教育センターについて」  青木健一郎（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター 所長、日吉物理学教室、経済学部・教授）

17：30～17：40　閉会のあいさつ  大場 茂（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター副所長、日吉化学教室、文学部・教授）



 13：00～13：10
開会のあいさつ
長谷山彰（慶應義塾研究担当常任理事）
 
 13：10～13：30
所長講演 「自然科学研究教育センターについて」
青木健一郎（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター 所長、日吉物理学教室、経済学部・教授）
 

　自然科学研究教育センターは今年の4月1日に設立されました。セ
ンター趣旨と現状について説明します。さらに、これからセンターの
目指していくものについて話します。 
 
 13：30～14：25
講演1 「地層から読み解く過去の地震と津波」
藤原 治（独立行政法人 産業技術総合研究所、活断層・地震研究センター 主任研究員）

　巨大地震や津波は希な現象であるが、一度発生すると非常に大き
な自然災害となる。2004年インド洋大津波がその最近の事例で、これ
はプレートの沈み込み境界の海溝で発生した海溝型地震によるもの
である。このような低頻度巨大災害は、人間の一生に比べて比較的稀
な現象であるため我々の経験が少なく、その実態について不明な点
が多い。また、巨大災害の経験から得た教訓は、次の巨大災害までの
間に人々の記憶から失われがちである。このことが低頻度巨大災害
による被害を拡大させる大きな要因である。将来発生し得る地震や
津波の規模と、その結果発生する災害を予測することが、防災・減災
対策の第一歩である。 
　日本列島は海溝などに囲まれており、関東地震や東海地震に代表
される海溝型地震と津波に繰り返し襲われてきた。沿岸部に人口と
産業が集中している日本列島では、こうした地震や津波による大き
な被害が予想される。その防災・減災対策には,過去の地震や津波の
履歴を詳しく解読し、何時、何処で、どのような地震や津波が発生し
たかを知ることがまず必要である。 
　日本には過去千数百年にわたる歴史記録があり、特に江戸時代以
降については地震や津波に関する記述も豊富である。しかし、それだ
けでは100年以上の間隔で繰り返す海溝型地震と津波の履歴を解明す
ることは難しい。それを解決する方策として、最近発展してきた「津
波堆積物」の研究を紹介する。 
 
 14：25～15：20
講演2 「総合の時代と帰納的思考」
団まりな（階層生物学研究所責任研究員）
 
　現代の私たちは、歴史上もっとも豊かな時代を謳歌している。しか
し、同時に、豊かさの弊害をも切実に感じ取っている。増えているよ
うに見える天変地異は、本当に私たちが引き起こしているのか。地球
は本当に限界に近づいているのか。 
　この状況は、私たち人間が知的好奇心やさまざまな欲望を満たそ
うとして、知恵の限りを尽くした結果に他ならない。その中にあって
私たち歴代の自然科学者は、事物を分析し、さまざまな自然現象の仕
組みを精緻に解明して、文明の発展の礎を築いてきた。しかし、その
理解をふたたびあるがままの自然の中に戻す努力を怠ったことが、
自然のプラス面だけを享受し、マイナス面に目をつぶる結果を生み、
巡り巡って世界の現状を生み出す一因につながってしまった。 
　世界のあちこちから噴出するトラブルは互いに複雑に絡み合い、
容易にその原因を見せてはくれない。多くの要因を重ね合わせ、それ
らの原因をつなげて検討する以外に、これらの問題にアプローチす
る方法はない。このときに役立つのが帰納的思考である。　　 
　「百人一首」の歌々の裏に横たわる疑問や不自然さを注意深く検討
し、この百首がかなでる藤原定家の秘めた想いを見抜いた人物がい
る（織田正吉著「絢爛たる暗号」集英社、1978年）。ここには証明不能だ

が、確固とした事実がある。この例を足場に、自然科学や文化一般の
問題における帰納的思考の有用性を論じる。 
 
 15：40～16：35
講演3 「アインシュタインと宇宙の謎」
江口 徹（京都大学基礎物理学研究所所長・教授）
 
　1905年にアインシュタインは物理学史上に残る有名な論文を次々
に3つ発表しました。このため1905年は奇跡の年とも呼ばれています。
これら3つの論文はそれぞれ、特殊相対性理論、量子力学、統計力学
へと発展して20世紀の物理学の柱を形成しました。 
　しかし、アインシュタインの最も重要な仕事は何かと問われると、
それは重力の力を時空の幾何学で説明した一般相対性理論になるで
しょう。一般相対論は、特殊相対論や量子力学など20世紀を通じてそ
の正しさが確立された理論とは違って、まだその一部には未完成な
ところがあり、今世紀における中心的な研究課題となっています。特
に、すべての物質が一点に集中した宇宙の始まりや、光も逃げだせな
いブラックホールの時空などはミステリーに包まれており、一般相
対論には多くの謎が残されています。 
　今、この謎に挑戦しようとしているのが、素粒子を1次元的に広がっ
た紐と考える超弦理論（superstring theory）です。超弦理論にはこの10
数年間で著しい進展があり、理論の理解が大きく進みましたが、特に
ブラックホールの量子状態を一つずつ数え上げることに成功してい
ます。 
　この講演では、アインシュタインの夢を実現しようとしている超
弦理論がどこまで進展しているのか、残された困難は何かなどにつ
いて紹介したいと思います。 
 
 16：35～17：30
講演4 「バリアフリー・ユニバーサルデザインへの人間科学

からのアプローチ ――主観と客観、基礎と応用、大学と
社会の架け橋を目指し た取り組み――」

中野泰志（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター副所長、心理学教室、経済学部・教授）
 
　現在、我が国の少子化・高齢化は加速し、高齢化率は世界でも最高
に近い水準に達している。平成20年版白書では、障害者は724万人、
高齢者は2,746万人に達している。このように、人口比から考えただ
けでも、障害者・高齢者は、すでにマイノリティーグループとは呼べ
ない規模に増大している。商品やサービス等の開発等のビジネス分
野においても、マイノリティとは言えなくなった障害者・高齢者を無
視することはできなくなりつつあり、各企業が専門の部門を立ち上
げて、研究・開発を行っている。 
　また、社会政策分野においても、米国の改正リハビリテーション法
508条、Americans with Disabilities Actに見るように障害者の人権に
配慮した社会システムが注目を集めている。日本でも、障害者自立支
援法、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、発
達障害者支援法等の法改正により、障害者・高齢者を考慮した社会シ
ステムが構築されつつある。さらに、国連による障害者権利条約等を
考慮すれば、あらゆる社会参加の場面においてバリアフリーやユニ
バーサルデザイン（UD）の視点を持つことが不可欠だと言える。 
　本報告では、障害者や高齢者の多様なニーズに対する人間科学の 
観点からのバリアフリー・UD研究の意義と楽しさについて紹介する。
また、障害者や高齢者の主観をどう客観化するか、基礎研究を どう
応用につなげるか、大学の若手研究者と社会との接点をいかに 形成
するかについて問題提起を行う。 
 
 17：30～17：40
閉会のあいさつ
大場 茂（慶應義塾大学 自然科学研究教育センター副所長、日吉化学教室、文学部・教授）
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